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1. J-Linkソフトウエア 
 
J-Linkシリーズデバッグプローブの操作に必要な最新版の J-Linkソフトウエアパッケージ（ドライバ、テス
トツール及びアプリケーション）は、SEGGER社のWEBページ（以下の URL）からダウンロードしてパソ
コンにインストールしてください。 
 

https://www.segger.com/downloads/jlink 

 

正式版の J-Linkソフトウエアでフラッシュ書き込みが正しく確認できない場合は、以下 URLから最新版 
（βリリース）の J-Linkソフトウエアをご使用ください。 
 

https://www.segger.com/downloads/jlink_beta  

 

以下、J-Linkソフトウエアパッケージの仕様及び機能について解説します。 
 

1.1. インストール 

SEGGER社のWEBページから、Windowsパソコン、Linux及び MAC OSホスト環境の J-Linkソフトウエ
アインストーラパッケージをダウンロードしてインストールします。 
 
 Windowsパソコン用パッケージ 
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 MAC OS X用パッケージ 
 

 
 

 
 Linuxマシン用パッケージ 
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ソフトウエアダウンロード前に J-Linkソフトウエアライセンスの全ての条件を了承してください。 
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J-Linkパッケージのインストール後に起動される「J-Link DLL Updater」で、パソコンにインストールされ
ている IDEツールパッケージ内の J-Link DLLを最新版の DLLにアップグレード出来ます。 
 
プログラムインストール後、以下のように「SEGGER\JLinkARM_Vxyz」フォルダ下に J-Linkプログラムツ
ール、マニュアルドキュメント及び各種サンプルプロジェクトがロードされます。 
デフォルトインストールフォルダ：「C:\Program Files (x86)\SEGGER\JLinkARM_Vxyz」 
 
<SEGGER\JLinkARM_Vxyz> 
 │ 
 ├ Doc  ……………………………… ユーザー・マニュアル（英語版） 
 │  ├ Manuals 
 │  └ ReleaseNotes 
 │ 
 ├ ETC  
 ├ Samples ……………………………… すぐに使用可能なサンプルプロジェクト 
 │  ├ DCC 
 │  ├ GDB 
 │  ├ JFlash 
 │  │  └ ProjectFiles 
 │  │      ├ AnalogDevices 
 │  │      ├ Freescale ……………… Freescaleデバイスマイコンのサンプルプロジェクト 
 │  │      ├ NXP 
 │  │      ├ Renesas 
 │  │      ├ Fujitsu 
 │  │      ├  …… 
 │  │      └ Toshiba ……………… Toshibaデバイスマイコンのサンプルプロジェクト 
 │  ├ JFlashSPI 
 │  │  └ ProjectFiles 
 │  ├ JLink 
 │  └ RDI 
 │ 
 ├ RDDI ……………………………… DS-5用 J-Link DLL 
 │ 
 ├ USBDriver  
 │ 
  ├ JFlashARM.exe ………………………… J-Flashツールプログラム 
  ├ JFlashLite.exe ………………………… J-Flashツールプログラム（無償版） 
  ├ JFlashSPI.exe ………………………… J-FlashSPIツールプログラム 
  ├ JFlashSPI_CL.exe …………………… J-FlashSPIツールプログラム（コマンドライン） 
  ├ JLinkGDB Server.exe ………………… J-Link GDBサーバープログラム 
  ├ J-Link GDB ServerCL.exe …………… J-Link GDBサーバープログラム（コマンドライン） 
  ├ JLinkLicenseManager.exe …………… J-Linkライセンスマネージャプログラム 
  ├ JLink.exe  ……………………………… J-Linkコマンダーツールプログラム 
  ├ JMem.exe  ……………………………… メモリビュープログラム 
  ├ *.exe  ……………………………… その他のプログラム 
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1.2. J-Linkソフトウエアパッケージ 

J-Linkソフトウエアパッケージには以下のプログラムが含まれています。 
 

プログラム 
  J-Link Commander 
J-Linkコマンドライン管理ツール 
 J-Link Configurator 
J-Linkコンフィグレーション設定ツール 
 J-Link DLL Updater 
様々な IDE環境でインストールされている J-Link DLLを最新
版のプログラムに更新するツール 
 J-Link GDBサーバー 
GDBデバッガ用 J-Link Remoteサーバーツール 
 J-Link License Manager 
J-Linkライセンス管理ツール 
 J-Link Remoteサーバー 
J-Link Remoteサーバーツールで TCP/IP経由での遠隔操作が
可能 
 J-Link RTT Viewer 
高速なユーザーI/Oターミナルビューアツール 
 J-Mem 
ランタイムメモリビューアツール（ARM環境用） 
 J-Scope 
データ・変数の可視化ツール 
 J-Flash 
量産用フラッシュ書き込み（CPU経由）専用ツール 
 J-FlashSPI 
量産用 SPIフラッシュ書き込み専用ツール 
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1.3. デバイス対応の確認 

J-Linkデバッグプローブで使用可能な ARM・RXマイコンデバイス及び SPIフラッシュメモリデバイス対応
状況は以下の URLからご確認ください。 
 

https://www.segger.com/jlink_supported_devices.html 

 
 

1.4. J-Link/J-Trace取扱注意事項 

 
電気雑音の多い環境で J-Link/J-Trace/Flasher をご使用になる場合は、 JTAG/SWD アイソレーター及び
USBアイソレーターで外部のノイズを遮断してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 USBアイソレーターがご使用されていない場合は、USBホスト（パソコン側）及び USBハブに電源を
入れてから J-Link/J-Trace/Flasherの USBケーブルを接続してください。 

 JTAG/USBケーブルは出来るだけ短いケーブルをご使用ください。 

 J-Link 経由でターゲットボードに電源入力されていない場合は、J-Link の USB 接続を切断する前に、
ターゲット側の電源入力を切って下さい。 

 J-Linkの USBケーブル接続を切断する前に、必ずターゲット側の電源入力を切って下さい。 

 ターゲットボードに電源を入れる前に JTAGケーブルの VDD、GND及び JTAG/SWD信号が正しく接続
されていることをご確認下さい。 

 J-Link経由でターゲットに最大 300mAまでの電源入力が可能ですが、ターゲットボードが 300mA以
上の電源が必要な場合は、ターゲット用の電源入力を別途ご用意下さい。 

 複数の機器の接続などでグランド（GND）信号がループ状になっている環境では過電流により
J-Link/J-Trace/Flasher 本体が壊れてしまう可能性がありますので、必ずグランドループ状態になって
いないことをご確認下さい。 
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2. JTAG/SWDコネクタ 

 

2.1. JTAGモードの接続仕様（20PIN） 

 
 

ピン 信号 タイプ 説明 

1  VTref 入力 

ターゲットの基準電圧： 
JTAG接続前に、ターゲット側の入力電圧の確認のために使用され
ます。また、入力コンパレータのロジックレベルの参照を作成する
とともに、ターゲットへの JTAG出力信号のロジックレベルを制御
するためにも使用されます。VTref信号はターゲットボードのVDD
に直列抵抗なしで直接接続してください。 

2  NC（未使用） -- J-Linkでは、現在使用されておりません。 

3  nTRST 出力 

JTAGリセット： 
J-Linkからターゲット JTAGポートの RESET信号にリセット情報
が出力されます。一般的な接続先は、ターゲット CPU の nTRST
信号です。JTAGコネクタが接続されていない場合のノイズ信号に
よるリセットを防ぐために、nTRST 信号にプルアップ抵抗を設定
してください。 

5  TDI 出力 

ターゲット CPUの JTAGデータ入力： 
ターゲットボードにおいて、この信号をプルアップ抵抗で固定レベ
ルに設定することをお勧めします。一般的な接続先は、ターゲット
CPUの TDIです。 

7  TMS 出力 
ターゲット CPUの JTAGモード設定： 
ターゲットボードにおいて、この信号にプルアップ抵抗を必ず設定
してください。一般的な接続先はターゲット CPUの TMSです。 

9  TCK 出力 

JTAGクロック信号： 
ターゲットボードにおいて、この信号をプルアップ・プルダウン抵
抗で固定レベルに設定することをお勧めします。一般的な接続先は
ターゲット CPUの TCKです。 

PIN4, 6, 8, 10, 12は、GNDピンです。 
※ J-Link ULTRA+等の一部の高機能モデルでは、

PIN14, 16, 18, 20は機能延長のためのリザーブ
ピンです。通常のデバッグ環境では、PIN14, 16, 
18, 20をオープン又はGNDに接続してください。 
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11  RTCK 入力 

ターゲットからのテストクロックのリターン信号： 
一部のターゲットマイコンの仕様により、JTAG入力を内部クロッ
クに同期させる必要があります。そのために、TCK クロックのタ
イミングを変更して TCKレートを動的に制御します。J-Linkはア
ダプティブクロッキングモードをサポートします。通常の接続先
は、RTCKです。RTCKが使用できない場合、接続先は GNDです。 

13  TDO 入力 ターゲット CPUの JTAGデータ出力： 
一般的な接続先はターゲット CPUの TDOです。 

15  RESET I/O 
ターゲット CPUリセット信号： 
一般的な接続先はターゲットCPUのRESETピン（nRST /nRESET 
/RESET）です。 

17  DBGRQ NC 
（未使用） 

J-Linkでは、現在使用されておりません。 
ターゲット・システムへのデバッグ要求信号として使用される他の
機器との互換性のために予約しています。一般的な接続先は、
DBGRQです。DBGRQが接続できない場合は、接続先はありませ
ん。 

19  5V電圧 出力 
このピンは、ターゲット基盤への電力供給に使用することができま
す（最大 300mAまで）。※旧バージョンの J-Linkは電力供給がで
きない場合があります。 
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2.2.1. 接続事例 

 

 
 

* NTRST と RTCK は、一部の CPU上で使用できない場合があります。 

** J-Linkからターゲットボードを供給するオプション。 
 
JTAG接続に使用するプルアップ/プルダウンは 100キロオームに推奨されています。 
 
Note: 一般的に JTAG 接続に使用するプルアップ/プルダウンは 100 キロオームと推奨しておりますが、
JTAGインターフェースはマイコン依存分の仕様となっておりますため、マイコンデバイスの仕様に合わせて
プルアップ/プルダウン抵抗を設定するのが正しい方法です。 
対象マイコンデバイスの市販の評価ボードの回路図情報を参考に評価ボードと同様の仕様で JTAG インター
フェースを実装してください。 
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2.2. SWDモードの接続仕様（20PIN） 

 
 

ピン 信号 タイプ 説明 

1 VTref 入力 

ターゲットの基準電圧： 
SWD 接続前に、ターゲット側の入力電圧の確認のために使用され
ます。また、入力コンパレータのロジックレベルの参照を作成する
とともに、ターゲットへの JTAG出力信号のロジックレベルを制御
するためにも使用されます。VTref信号はターゲットボードの VDD
に直列抵抗なしで直接接続してください。 

2 NC（未使用） -- J-Linkでは、現在使用されておりません。 
 

3 NC（未使用） -- 
J-Linkでは、現在使用されておりません。 
デバイスが JTAG モードでアクセスする場合、接続先は nTRST で
す。それ以外の場合は、オープン状態にしてください。 

5 NC（未使用） -- 
J-Linkでは、現在使用されておりません。 
デバイスが JTAGモードでアクセスする場合、接続先は TDIです。
それ以外の場合は、オープン状態にしてください。 

7 SWDIO I/O 
I/Oデータピン： 
ターゲットボードにおいて、この信号をプルアップ抵抗で固定レベ
ルに設定することをお勧めします。推奨は 100Kオームをです。 

9 SWCLK 出力 

SWDクロック信号： 
ターゲットボードにおいて、この信号をプルアップ抵抗で固定レベ
ルに設定することをお勧めします。一般的な接続先はターゲット
CPUの TCKです。 

11 NC（未使用） -- 
SWDモードでは、現在 J-Linkの使用はされておりません。 
デバイスが JTAGモードでアクセスする場合、接続先は RTCKです。
それ以外の場合は、オープン状態にしてください。 

PIN4, 6, 8, 10, 12は、GNDピンです。 
※ J-Link ULTRA+等の一部の高機能モデルでは、

PIN14, 16, 18, 20は機能延長のためのリザーブ
ピンです。通常のデバッグ環境では、PIN14, 16, 
18, 20をオープン又はGNDに接続してください。 
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13 SWO 出力 SWO（Serial Wire Output） トレースポート 
（オプション。SWD 通信の場合は必須ではありません。） 

15 RESET I/O 
ターゲット CPUリセット信号： 
一般的な接続先は、ターゲット CPU のリセット入力ターミナル
（nRST /nRESET /RESET）です。 

17 NC（未使用） -- J-Linkでは、現在使用されておりません。 

19 5V電圧 出力 
このピンは、ターゲット基盤への電力供給に使用することができま
す（最大 300mA まで）。※旧バージョンの J-Link は電力供給がで
きない場合があります。 

 

 
2.2.1. 接続事例 
 

 
 
 
SWD 接続に使用するプルアップ抵抗は、ターゲットボード上の SWDIO で必要となります。ARM は 100K
オームをお勧めします。 
分からない場合は、ご使用の半導体メーカーの指示に従ってください。 
 
Note: 一般的に SWD 接続に使用するプルアップ/プルダウンは 100 キロオームと推奨しておりますが、
SWDインターフェースはマイコン依存分の仕様となっておりますため、マイコンデバイスの仕様に合わせて
プルアップ/プルダウン抵抗を設定するのが正しい方法です。 
対象マイコンデバイスの市販の評価ボードの回路図情報を参考に評価ボードと同様の仕様で SWD インター
フェースを実装してください。 
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2.3. SPIライターモードピン仕様 

 
 
ピン 信号 タイプ 説明 

1 VTref 入力 

ターゲットの基準電圧： 
SWD 接続前に、ターゲット側の入力電圧の確認のために使用され
ます。また、入力コンパレータのロジックレベルの参照を作成する
とともに、ターゲットへの JTAG出力信号のロジックレベルを制御
するためにも使用されます。VTref信号はターゲットボードの VDD
に直列抵抗なしで直接接続してください。 

2 NC（未使用） -- ターゲット側のオープン状態にしてください。 

3 NC（未使用） -- ターゲット側のオープン状態にしてください。 

5 DI 出力 
ターゲット SPIのデータ入力： 
ターゲット SPI にデータを送信するために使用される J-Link から
の出力です。 

7 nCS I/O チップセレクトターゲット SPI（LOW） 

9 CLK 出力 SPIクロック信号 

11 NC（未使用） -- ターゲット側のオープン状態にしてください。 

13 DO 入力 ターゲット SPIのデータ出力：ターゲット SPIからデータを受信す
るために使用される J-Linkへの入力です。 

15 RESET I/O 
ターゲット CPUリセット信号： 
一般的な接続先は、ターゲット CPU のリセット入力ターミナル
（nRST /nRESET /RESET）です。 

17 NC（未使用） -- ターゲット側のオープン状態にしてください。 

19 5V電圧 出力 
このピンは、ターゲット基盤への電力供給に使用することができま
す（最大 300mA まで）。※旧バージョンの J-Link は電力供給がで
きない場合があります。 

  

PIN4, 6, 8, 10, 12は、GNDピンです。 
※ J-Link ULTRA+等の一部の高機能モデルでは、

PIN14, 16, 18, 20は機能延長のためのリザーブ
ピンです。通常のデバッグ環境では、PIN14, 16, 
18, 20をオープン又はGNDに接続してください。 
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3. J-Link変換アダプタ 

 

3.1. 19-Pin Cortex-M Adapter 

 

 
 
ピン 信号 タイプ 説明 

1 VTref 入力 

ターゲットの基準電圧： 
JTAG/SWD接続前に、ターゲット側の入力電圧の確認のために
使用されます。また、入力コンパレータのロジックレベルの参
照を作成するとともに、ターゲットへの JTAG 出力信号のロジ
ックレベルを制御するためにも使用されます。VTref 信号はタ
ーゲットボードの VDD に直列抵抗なしで直接接続してくださ
い。 

2 

SWDIO I/O 

SWDデータ信号（入力・出力）： 
ターゲットボードにおいて、この信号にプルアップ抵抗を必ず
設定してください。一般的な接続先はターゲット CPU の
SWDIOです。 

TMS 出力 

ターゲット CPUの JTAGモード設定： 
ターゲットボードにおいて、この信号にプルアップ抵抗を必ず
設定してください。一般的な接続先はターゲット CPU の TMS
です。 

4 

SWCLK 出力 

SWDクロック信号： 
ターゲットボードにおいて、この信号をプルアップ抵抗で固定
レベルに設定することをお勧めします。一般的な接続先はター
ゲット CPUの SWCLKです。 

TCK 出力 

JTAGクロック信号： 
ターゲットボードにおいて、この信号をプルアップ抵抗で固定
レベルに設定することをお勧めします。一般的な接続先はター
ゲット CPUの TCKです。 
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6 

SWO 入力 

ターゲット CPUの SWOトレースポート： 
SWD モードでは、Serial Wire Output トレースポートです。
（オプション。SWD 通信の場合は必須ではありません。）一般
的な接続先は、ターゲット CPUの SWOです。 

TDO 入力 ターゲット CPUの JTAGデータ出力： 
一般的な接続先はターゲット CPUの TDOです。 

7 -- -- 19PIN変換アダプタには、7ピンが存在しません。 

8 TDI 出力 

ターゲット CPUの JTAGデータ入力： 
ターゲットボードにおいて、この信号をプルアップ抵抗で固定
レベルに設定することをお勧めします。J-Link が SWD モード
を使用する場合、このピンの信号を無視します。 

9 NC（未使用） -- J-Linkでは、現在使用されておりません。 

10 nRESET I/O 
ターゲット CPUリセット信号： 
一般的な接続先は、ターゲット CPU の RESET ピン（nRST 
/nRESET /RESET）です。 

11 5V電圧 出力 このピンは、ターゲット基盤への電力供給に使用することがで
きます（最大 300mAまで）。 

12 TRACECLK 入力 トレースクロック： 
トレースクロック = 1/2 CPUクロック。 

13 5V電圧 出力 このピンは、ターゲット基盤への電力供給に使用することがで
きます（最大 300mAまで）。 

14 TRACEDATA[0] 入力 トレースデータ（ピン０）。  

16 TRACEDATA[1] 入力 トレースデータ（ピン０）。 

18 TRACEDATA[2] 入力 トレースデータ（ピン０）。 

20 TRACEDATA[3] 入力 トレースデータ（ピン０）。 
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3.2. 9-pin Cortex-M Adapter 

 

 
 
ピン 信号 タイプ 説明 

1 VTref 入力 

ターゲットの基準電圧： 
JTAG/SWD接続前に、ターゲット側の入力電圧の確認のために使
用されます。また、入力コンパレータのロジックレベルの参照を
作成するとともに、ターゲットへの JTAG 出力信号のロジックレ
ベルを制御するためにも使用されます。VTref 信号はターゲット
ボードの VDDに直列抵抗なしで直接接続してください。 

2 

SWDIO I/O 

SWDデータ信号（入力・出力）： 
ターゲットボードにおいて、この信号にプルアップ抵抗を必ず設
定してください。一般的な接続先はターゲット CPUの SWDIOで
す。 

TMS 出力 
ターゲット CPUの JTAGモード設定： 
ターゲットボードにおいて、この信号にプルアップ抵抗を必ず設
定してください。一般的な接続先はターゲット CPUの TMSです。 

4 

SWCLK 出力 

SWDクロック信号： 
ターゲットボードにおいて、この信号をプルアップ抵抗で固定レ
ベルに設定することをお勧めします。一般的な接続先はターゲッ
ト CPUの SWCLKです。 

TCK 出力 

JTAGクロック信号： 
ターゲットボードにおいて、この信号をプルアップ抵抗で固定レ
ベルに設定することをお勧めします。一般的な接続先はターゲッ
ト CPUの TCKです。 

6 

SWO 入力 

ターゲット CPUの SWOトレースポート： 
SWDモードでは、Serial Wire Output トレースポートです。（オ
プション。SWD 通信の場合は必須ではありません。）一般的な接
続先は、ターゲット CPUの SWOです。 

TDO 入力 ターゲット CPUの JTAGデータ出力： 
一般的な接続先はターゲット CPUの TDOです。 
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7 -- -- 9PIN変換アダプタには、ピン 7が存在しません 

8 TDI 出力 

ターゲット CPUの JTAGデータ入力： 
ターゲットボードにおいて、この信号をプルアップ抵抗で固定レ
ベルに設定することをお勧めします。一般的な接続先はターゲッ
ト CPUの TCKです。J-Linkが SWDモードを使用する場合、こ
のピンの信号を無視します。 

9 NC（未使用） -- J-Linkでは、現在使用されておりません。 

 

3.3. J-Link ARM-14 Adapter 

 
 
 

3.4. J-Link 14-Pin TI Adapter 
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3.5. J-Link Needle Adapter 

 
 

3.6. J-Link Altera Adapter 

 
 

3.7. J-Link Xilinx Adapter 
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3.8. J-Link RX FINE Adapter 

 

 
 
 

3.9. J-Link RX Adapter 
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3.10. J-Link Target Supply Adapter 

 

 
 
 
 

3.11. J-Link Signal Smoothing Adapter 
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3.12. J-Link TI-CTI-20 Adapter 

 

 
 
 
 

3.13. J-Link Mictor 38 Adapter 
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4. J-Linkアイソレーター 

 
電気雑音の多い環境で J-Link/J-Trace/Flasher をご使用になる場合は、 JTAG/SWD アイソレーター及び
USBアイソレーターで外部のノイズを遮断してください。 
 

4.1. J-Link JTAGアイソレーター 

 

 

 

特長： 
• DC電圧アイソレーション：1kVまで 
• ターゲット電圧： 3.3V, 5V 
• USB及びターゲットより電源供給 
• JTAGクロック：最大 4MHzまで 
• 標準 20-Pin JTAGコネクタをサポート 
• ターゲット側のアイソレーターの消費電流：35mA（最大 50mAまで） 
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4.2. J-Link SWDアイソレーター 

 

 
 
 
 
 
 

特長： 
• DC電圧アイソレーション：1kVまで 
• ターゲット電圧： 3.3V, 5V 
• USB及びターゲットより電源供給 
• SWDクロック：最大 4MHzまで 
• 標準 20-Pin JTAGコネクタをサポート 
• ターゲット側のアイソレーターの消費電流：35mA（最大 50mAまで） 
 

 
 
 

  



ユーザー・マニュアル（Ver.1.2）：JTAG/SWDコネクタ、変換アダプタ 25/25 

 

 
 

 

 

 Copyright (c) 2018, EmbITeK Co., Ltd. 
 

 

4.3. J-Link USBアイソレーター 

 

 
 
 
特長： 
• DC電圧アイソレーション：3kVまで（1秒間） 
• 伝搬遅延： 最大 70ns 
• 最大 300mAまでの電源出力可能 
• USBフルスペードモードをサポート 
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